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得られた。

結球白菜のように生育期間の短い作物にあっては，初

期生育の確保が増収上重要であり，石窒化成の単用では

この点問題があるので元肥の÷程度（N成分の）は速効

性肥料を併用する必要がある。

速効性肥料は条溝使用によって肥効が発揮され，肥効

の長い肥料の施用は作業行程の上から全面施用がよく，

砕土前にブロードキャスターによって能率的な施肥がで

きる。

加工トマトの簡易育苗について

高橋　慶一・岩館　信三・小野　公二

（岩手県園試）

1．ま　え　が　き

加工トマトの栽培匿は，有支柱栽培と無支柱栽培があ

るが，後者の栽培がより省費省力的栽培であることが明

らかにされている。加工トマトに限らず一般に加工そ菜

は，契約栽培が行なわれるため，伯の青果物と比較すれ

ば，価格の変動はないが，原料単価が一般に低廉であ

る。したがって，加工そ菜より収益をあげるには生産費

の節減と増収をはからなければならない。

このような意味では，無支柱用加工トマト栽培の導入

は意義が大きい。しかし，従来の有支柱栽培に比較しか

なりの省費省力的栽培ができても，導入された当初の栽

培過程においては，有支柱トマトの栽培法をそのまま踏

襲した形で行なわれた場面もあり，特に育苗について

は，従来と変りない集約的な方法で行なわれた。そこで

昭和37年より昭和40年の4カ年にわたって，無支柱加工

トマトの育苗の簡易化を目標に試験を行なった。

2．試　験　方　法

昭和37年は播種期，定植期を変え，育苗方法と育苗日

数を別表の試験条件で行なった。

昭和38年は，播種期をかえ，温床育苗（電熱線使用）

と陽熱育苗の比較を行なった。しかし当場の移転に伴い，

瘡帝な地力に加え排水不良と土壌条件の極めて不良な新

圃場で試験を実施したため，収量も著しく低かったので

試験成績を削除した。

昭和39年は，播種期を同一とし，播種床，移植床の熱

源の有無と，陽熱育苗での無移植育苗について，育苗日

数を45日として下記の方法で行なった。

播踵床　移植床　備考

（1I　温　床　温　床　移植は播種後21日に10C仇×10e鵜

に行なった。
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14I　陽熱床　　一　　無移植

（5）陽熱床　　一　　無移植ビニールマルチ

なお岩手郡松尾村で上記の供託条件のうち掛を除いて

現地試験を行なった。

昭和40年は39年の供試条件のうち（21を除き，14）の方法

を催芽稀として試験を行なった。

品種は無支柱用品種のRomaを用いた。

3．試　験　結　果

昭和37年度には．播種期．育苗日数，育苗方法を検討

したが，その結果，大筒となった4月1日播，60日育苗

の早播で育苗日数の長い区が多収を示した。しかし同じ

60日育苗でも播種期，定植期が15日遅い場合には，育苗

方法の違いもあるが約30～40％の減収を示した。同じ育

苗方法では播種期が遅くなるにしたがい減収となること

は多くの既往の成穀と同様であるが∴播種期が処理区9

の場合のようにかなり遅い場合は別として，4月15日揮

では，育苗方法の同じ場合を比較するといずれの場合で

も60日育苗より45日育苗が勝り，短期育苗の可能性を示

した。

また育苗方法の違いによる収量差は，播種期が同一の

場合では，播種床，移植床ともに温床とした区が，4月

1日痛で，移植床が陽熟育苗の区にやや劣ったが，4月

15日播の場合は育苗日数に関係なく他の方法に勝った。

しかし，4月1日播の陽熱移植床が，温床育苗より勝っ

たことや，4月15日揮45日育苗で，陽熱床播種無移植育苗

法が，温床育苗におよはなかったとは云え，10α当り5t

近い収量を示したことは育苗の簡易化の可能性を示した

ものと推察された。またこれら主枝，側杖別の収量構成
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第1表　　育苗方法と生育，収量（昭37）

第　2　表　　育苗方法と主枝・側枝別収量（昭37）

（10株当り）
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を調査した結果を第2表に示したが，育苗方法に関係な

く，1カ年平均重は主枝に結果したものが重いが，収量

では品種生態から見て当然のことながら主枝よりも側枝

の方が多かった。そしてその比率を見ると，全収量の多

少に関係なく．個数ではほぼ主枝3，側枝7，重量では

ほぼ主枝4，側枝6の割合を示し．収量の多い区は，主

枝，側枝とも結果量が多い憤向を示した。

以上の結果から第2年度以降は，育苗日数の短縮（45

日育苗）と播種床からの陽熱育乱無移植という育苗の

簡易化を目標として試験を行なった。

第3表は年次別の結果を示したものであるが，昭和37

年の成績は第1表から45日育苗区を抜拳したものであ

る。第2年度以降は苗の生育促進を考え，陽熱床にビニ

ールマルチソグを行なった。

昭和39年度は現地試験も行ったが，この年は4月の気

温は例年よりやや高く，播種から発芽迄の日数は，陽熱

床に播種した場合でも温床に比較し，2日遅れたのみで

定植時の首の大きさも陽熱床播種，無移植育苗でも，温

床育苗と比較して，本場ではやや勝り，現地試験では同良

房のものを得ることができた9時に陽熱床に挿績してビ

ニールマルチソグを行い無移植育苗を行なったものは，

苗の生育良好で，この傾向は丙試験圃場とも同様の結果

を示した。収量は両試験圃場ともほぼ同様の傾向を示し，

陽熱床播種無移植育苗は，昭和37年の傾向とは異り，苗の

生育の良好なこともあって，温床育苗区とはば同程度の

収量を示した。さらにビニールマルチソグを行なった育

苗では明らかに増収を示した。しかし陽熱床に播種した

場合の欠点をみると，昭和39年のように4月の気候の温

暖な年次は．発芽までの日数が6日で温床との差はわず

か2日で問題ないが，昭和37年及び40年のような，例年で

あると，温床との差は7～9日あるが，ビニールマルチソ

グを行なっても，発芽促進の効果はせいぜい1日しか短

縮せずその効果は余り期待できないところにある。さら

に，いずれの区よりも苗の生育が不揃いであるのが欠点

である。この欠点を解決するために昭和40年に催芽まき

を行なったところ，第4表に示したように極めて良好

であり，40年の春季は異常低温が続いたにもかかわらず

，発芽日数も5日で温床との差もわずか1日であった0

収量も陽熱床播種無移植ビニールマルチ育苗とともにか

なりの増収が期待できる繹果を示した？
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第3　表　45日育苗における育苗方法と生育，収量
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第4　表　定植時における苗の揃い（昭40）

草　丈平均
草

温　　　床一温　　　床

氾床一陽熱床，ビニールマルチ

陽　熱　床，無　移　植
ク　　　　　　（催芽播）

〝　　（ビニールマルチ）

15．5土1．796

29．2土　3．428

14．5土　3．928

19．5土　2．285

25．9土　2．205

※苗床から40株をラソダムにとり調査した。

4．む　　す　　び

以上の試験結果により，無支柱用加工トマトの育苔に

ついては，早播60日育苗の収量は多いが，45日の短期間

育苗でも十分な成果をあげ得ることが確認された。ただ

し，この育苗期間については品種による差があるようで

東北6号の場合は短期育苗のほうがむしろ結果が良好

で，長期育苗では不良であることが知られている。また

育苗方法についても，播種凪　移植床とも特に加温を必

要とせず，陽熱育苗で十分で，45日の短期育苗では，移

植を省略し，無移植の方が結果が良好である。この場合

発芽日数が長くかかり，かつ不膏であることにより百の

揃いも不良となりがちであるが，催芽まきをすれば，こ

の欠点を除くことができる。さらにプラスチックマルチ

ングを行うと酉の生育を促進でき，増収も期待できるか

この場合，定植7～10日前は気温の上昇にともない苗の

生育がより旺盛となり，徒長気味になりやすいので，マ

ルチをしたビニールを除去し，プロッキソグした方がよ

いようである。

以上の育苗法を要約すると，育苗日数は45日とし，陽

熱育苗で，10C乱×10叫こ催芽種子5～6粒を播種し，ビ

ニールマルチソグを行う。間引きの時期や方法について

はなお研究の余地があると思われるが，本葉2～3枚の

時に1株にする方法で良いと思われる。


